　　様式3.5

	監督職員
	契約監督員

	
	


    （監督職員）

　　　　　　　　   殿

令和　　年　　月　　日

現場代理人  　　　　　　　   
工事施工計画書
　　　　　　　　　　工事名

                 上記工事の施工計画書を別添のとおり作成したので提出します。

（備考）１．用紙はできるだけＡ４縦とし、１部提出。

２．左とじ代とし、２５㎜程度の余白をとる。

３．原稿は電子コピーしたものとして差し支えない。

４．監督職員、契約監督員欄には名前を記入する
　　　【以下記載例】
１．工事概要
１．工 事 名

２．工事場所

３．請負代金額  
　　○○○，○○○，○○○円（消費税等含む）　　

４．発注者  
環境省○○○○○○事務所　　　　

５．設　　計
環境省○○○○○○事務所　

                （株）○○○○○○コンサルタント

６．監　　理
環境省○○○○○○事務所

                　○○○○○○（株）

７．受注者  
（株）○○建設　○○支店

７．工期  
自　令和○○年○○月○○日

                　至　令和○○年○○月○○日

８．工事概要
１）○○○○棟新築


構造
○○造
○階建（地下○階）


規模
建築面積  ○，○○○㎡
延面積  ○，○○○㎡


２）○○○○園地整備


内容
サイト造園、駐車場整備、歩道整備


規模
サイト造園面積  ○，○○○㎡　


　
駐車場面積 　　 ○，○○○㎡　

　　　　　　　　　　　　　　　歩道　　　　　　Ｗ＝○ｍ　Ｌ＝○○○ｍ　


３）○○○○標識整備


内容　案内標識等再整備


規模　総合案内標識　○箇所　

誘導標識　　　○箇所
指導標識　　　○箇所

２．組織表
１．元請組織表
２．現場組織表
３．安全管理組織表
４．下請組織表
５．社内検査組織表
３．工事工程表
１．契約工程表
２．実施工程表（ネットワーク工程表）

３．工程管理計画
4．自主点検、検査実施計画
（備考）１．工事概要、組織表、工事工程表、自主点検・検査実施計画は、それぞれ別頁とすること。

２．各工事分離して施工計画書を提出する場合は、最初に提出する施工計画書に、上記１～４を添付すること。

５．工事施工計画
１）仮設工事
総合仮設計画図
仮設建物、仮囲い、工事用通路、作業場、仮設給排水衛生


仮設電気設備等 （仮設計画承認願に提出して図面添付）

外部足場計画図

枠組足場組立解体作業標準図

揚重機器計画図
機器の種類、構造、性能、設置方法、期間等記載

２）基礎工事
杭工事概要

組織
支持層  
ボーリング図、地層図等により記載

要求品質、設計仕様
許容支持力  ○○ｔ／本


工法  ○○○○○○式


材料  ○○コンクリート杭○種  経○○○㎜


杭長  支持層  ○○ｍ貫入する長さ


打設誤差  ○○○○

施工上考慮すべき点
敷地条件、地盤高さ、近隣対策、採用工法等

工程表
共通安全事項

３）土工事
土工事概要
掘削面積  ○，○○○㎡    掘削深さ○○ｍ


横矢板見付け面積  ○○○㎡

組織
要求品質、設計仕様

施工上考慮すべき点
敷地条件、近隣条件、土質性状等

工程表
施工
各工事のフローとそのポイント

　　　　　　　　　　　　　準備作業、根切り、矢板入れ、埋戻し、使用機械等


排水処理計画

　　　　　　　　　　　　　残土処分計画

共通安全事項

施工要領書              根切り、山止め等

４）鉄筋工事
工事（建物）概要

組織
要求品質、設計仕様
鉄筋材料、試験、検査、鉄筋のかぶり厚さ等

施工上考慮すべき点
敷地条件、採用工法等

工程表
材料
鉄筋メーカー、材料（ＪＩＳ○○  規格品）、スペーサー等

運搬方法

組立
工法の概要（作業所でのポイント）鉄筋受け設備、養生等

ガス圧接
圧接計画、圧接工、圧接作業、検査方法等

共通安全事項

施工要領書

５）型枠工事
型枠工事の概要

組織
要求品質、設計仕様

施工上考慮すべき点
敷地条件、近隣条件

工程表
採用工法

使用材料
せき板材料、端太材、支保工、型枠締付け材、剥離剤等

運搬及び場内運搬
運搬責任区分、揚重方法

施工
施工順序及び型枠転用計画、１日当りの基本作業日程

共通安全事項

施工要領書

６）コンクリート工事
コンクリート（打設）工事概要

組織
要求品質、設計仕様

施工上考慮すべき点　　　敷地条件、近隣条件

工程表
コンクリート打設計画　　ポンプ車の配置、打設順序、打設時間、確認項目等

共通安全事項

施工要領書

７）鉄骨工事
鉄骨工事概要

組織
要求品質、設計仕様
摩擦接合用高力ボルト、アンカーボルト、柱底（ベースプレート下端）仕上げ、建方精度、防錆塗装

施工上考慮すべき点
敷地条件、近隣条件

採用工法

工程計画
全体工程、細部工程

準備工事
アンカーボルトの施工、建方準備、部材の仮置き、先付け作業、吊り足場、安全養生施設、安全通路、荷取り構台

高力ボルト接合
ボルトの選定

共通安全事項

施工要領書

以下（略）
前記の倣い、具体的に要領よく作成すること。

電気設備工事
１．工事施工計画については、「施工計画書、施工管理計画書の提出基準」の工事内容を参考として、各工事別に作成すること。

２．単独（専門）発注工事の場合は、１～４及び目次を添付すること。

機械設備工事
１．工事施工計画については、「施工計画書、施工管理計画書の提出基準」の工事内容を参考として、各工事別に作成すること。

２．単独（専門）発注工事の場合は、１～４及び目次を添付すること。

（備考）１．各工事別に、別頁とすること。
